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2020 年度　東京都市大学付属中学【算数】大問４

下の図のように、角Ａと角Ｃが直角で、ＡＢ＝ＡＤである四角形ＡＢＣＤがあります。
辺ＡＢのちょうど真ん中の点をＥとして、Ｅを通りＢＣに平行な直線はちょうどＤを通ります。
また、Ｆは辺ＢＣのちょうど真ん中の点で、ＡＤとＢＣをそれぞれのばし、
交わった点をＧとします。あとの問いに答えなさい。 

問１
（三角形ＡＢＧの面積）：（三角形ＤＣＧの面積）を最も簡単な整数の比で表しなさい。

問２
（三角形ＡＦＤの面積）：（四角形ＡＢＣＤの面積）を最も簡単な整数の比で表しなさい。
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